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石川県の内水面漁業復興に希望を！～被災前の石川県内漁連傘下漁協の活動～
上段：左より鯉ケ浦（稚魚放流）・白山手取川（稚魚放流）・大杉谷川（産卵場造成）・新丸（稚魚放流）・邑知潟（フナ漁）・金沢（アユ釣り体験）各漁協

下段：被害が大きかった輪島市の町野川漁協（稚魚放流・ヤツメウナギ勉強会・川遊び体験）

刊 行 物 案 内
　本会では、漁場環境の改善に係る水産庁の委託事業を受託しています。事業終了後にその結果を、報告書として取りまとめ、
漁業関係者ほか多方面に実費負担で提供しています。ご希望の方はこちらの申込方法をご覧ください。在庫がなくなり次第、
終了とさせていただきます。
※価格には送料・消費税10％が含まれています。

アユ種苗の放流の現状と課題
－琵琶湖産、人工産、海産の特性を考慮した増殖事業－

監修
農学博士　石田 力三 H14.3 2,100　

監修・編集タイトル 発行 価格 在庫

魚を取水施設に迷入させないための試み
－内水面資源利用向上対策事業報告書－

監修
愛媛大学名誉教授　水野 信彦 H13.3 1,570　

天然アユを川にたくさん遡上させるための手引き
―海産アユ種苗回帰率向上総合調査報告書―

監修
東京大学名誉教授　羽生 功 H12.6 2,620　

「身近な川と魚の調べ方」を用いた調査と
さかなに配慮した河川工事事例
－都市近郊河川漁場改善調査報告書－

監修
広島大学名誉教授　中村 中六
東京大学名誉教授　平野 礼次郎

H8.3 2,410　

魚の迷入の実態とその対策へのアプローチ
―放流稚魚等迷入防止対策事業報告書―

監修
水産環境研究所代表　石田 力三 H8.3 2,940　

農業水利施設の魚道整備の手引き 編者
農業水利施設魚道整備検討委員会 H6.3 2,100

汽水域資源の有効利用をめざして
―汽水域総合開発利用調査報告書―

監修
東京大学名誉教授　日比谷 京 H6.3 1,890　

ブラックバスとブルーギルのすべて
―外来魚対策検討委託事業報告書―

監修
東京大学名誉教授　羽生 功 H4.3 3,150

　魚を育む豊かな流れ
―河川生物資源保全流量調査報告書―

監修
東京大学名誉教授　日比谷 京 H1.3 2,410
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【申込方法】
　お申し込みは、申込書をＨＰ上でダウンロードして印刷し、必要事
項をご記入の上、FAX、郵送または電子メールにてお送りください。
お支払いは、現金書留 、または銀行振込にて先払いでお願いしてい
ます。入金が確認出来次第、お届けいたします。
●郵便の場合
　現金と申込書を同封の上、現金書留にて本会事務局までお申し込
　みください。
●銀行振込の場合
申込書をファックスまたはお電話、電子メールにてお届けください。
折り返し振込先をお伝えします。

【申し込み先】

全国内水面漁業協同組合連合会

〒101-0044
東京都千代田区鍛冶町1丁目10-4
丸石ビル４階
TEL: 03-6260-9595 
FAX: 03-5296-2030
E-mail: zennaigyoren@naisuimen.or.jp
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全
内
漁
連
開
催
の
各
会
議
に
つ
い
て

あいさつをする皆川委員長

表　令和６年度の琵琶湖産河川放流用アユ種苗標準価格

月・期間 １kg当たり税込み単価 :円（魚価）

３月下旬 4,730円　（4,300円）

４月 4,730円　（4,300円）

５月
上旬 4,587円　（4,170円）

下旬 4,235円　（3,850円）

６月 上旬 3,795円　（3,450円）

６月下旬
７月・８月 3,685円　（3,350円）

第
４
回
総
務
委
員
会
を
開
催

　

令
和
６
年
３
月
４
日
、
東
京
都
千
代
田
区

の
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
内
の
会
議
室
に
お

い
て
開
催
し
、
各
議
題
に
つ
い
て
、
協
議
お
よ

び
報
告
を
し
ま
し
た
。

・
６
年
度
の
広
域
連
携
カ
ワ
ウ
・
外
来
魚
被

害
管
理
対
策
補
助
金
に
つ
い
て

・
第
65
回
全
国
内
水
面
漁
業
振
興
大
会
の
持

ち
方
に
つ
い
て

・
そ
の
他　

　

５
年
度
の
内
水
面
水
産
資
源
被
害
対
策
事

業
の
補
助
金
調
整
に
つ
い
て
、６
年
度
の
業
務

体
制
に
つ
い
て
、能
登
半
島
地
震
の
お
見
舞
い

金
に
つ
い
て
、今
後
の
予
定
に
つ
い
て

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催

■
第
２
回
東
北
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

１
月
30
日
、
宮
城
県
仙
台
市
の
ハ
ー
ネ
ル

仙
台
に
お
い
て
、
補
助
事
業
に
係
る
東
北
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
各
県
漁
連

か
ら
事
業
の
実
施
状
況
、結
果
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。今
年
度

は
、
カ
ワ
ウ
が
減
少
傾
向
と
の
報
告
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。全
内
か
ら
は
、
補
助
金
の
調
整

状
況
の
他
、
環
境
省
の
カ
ワ
ウ
広
域
協
議
会

に
漁
連
漁
協
が
参
加
で
き
る
よ
う
申
し
入
れ

を
行
っ
て
い
る
こ
と
、年
度
末
に
委
託
事
業
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
外
来
魚
と
カ
ワ
ウ
）
が
配
布
予

定
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
水
産
庁
か
ら
６
年
度
の
内

水
面
関
連
予
算
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の
会
議
が
開
催

さ
れ
、
宮
城
県
内
漁
連
の
佐
藤
仁
一
会
長
並

び
に
秋
田
県
内
漁
連
の
湊
屋
啓
二
会
長
よ
り

全
内
の
理
事
会
及
び
第
64
回
全
国
内
水
面
漁

業
振
興
大
会
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
①
５
年
度
ア
ユ
漁
業
に
つ
い
て
、

各
漁
連
か
ら
資
料
等
に
基
づ
き
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。②
６
年
度
第
65
回
全
国
内
水
面
漁

業
振
興
大
会
に
つ
い
て
、ブ
ロ
ッ
ク
の
負
担
金

と
大
会
の
参
加
費
・
懇
親
会
費
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。③
６
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

に
つ
い
て
、
第
１
回
を
岩
手
県
で
、
第
２
回
を

山
形
県
で
開
催
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。④
各
道
県
か
ら
の
情
報
提
供
が
あ
り
ま

し
た
。

■
東
海
及
び
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
会
議

　

２
月
15
日
、
奈
良
市
の
奈
良
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、補
助
事
業
に
係
る
東
海
及
び

西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
会
議
、西
日
本
ブ
ロ
ッ

ク
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
度

の
補
助
事
業
に
つ
い
て
各
県
漁
連
か
ら
事
業

の
実
施
状
況
、
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、

質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
他
と
し
て
、

水
産
庁
か
ら
は
、
６
年
度
の
内
水
面
関
連
予

算
に
つ
い
て
、
全
内
か
ら
は
、
５
年
度
の
予
算

執
行
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
福
井
県
内
漁
連
か
ら
提
案
の

あ
っ
た「
ア
ユ
ル
ア
ー
釣
り
の
普
及
状
況
に
つ

い
て
」、「
義
務
放
流
量
の
尾
数
標
記
に
つ
い

て
」の
２
つ
の
議
題
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
各

県
漁
連
に
情
報
提
供
を
求
め
、
７
県
か
ら
得

ら
れ
た
回
答
を
基
に
資
料
を
提
示
、
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、話
題
提
供
と
し
て
、奈
良
県
農
業

水
産
振
興
課
か
ら
、「
奈
良
県
内
水
面
漁
業
の

振
興
に
係
る
取
組
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。来
年
度
は
熊
本
県
で
開
催

予
定
で
す
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
滋
賀
県
河
川
漁
連
の
佐

野
昇
会
長
よ
り
、
石
川
県
の
地
震
へ
の
支
援

に
つ
い
て
自
県
の
理
事
会
で
話
題
に
の
ぼ
っ

た
こ
と
か
ら
全
内
と
し
て
対
応
が
決
定
し
て

い
な
い
の
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
は
ど
う
か
と

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。協
議
の
結
果
、
西
日

本
ブ
ロ
ッ
ク
の
意
向
を
確
認
し
、全
内
事
務
局

が
熊
本
地
震
の
例
に
な
ら
っ
て
案
を
作
成
し
、

理
事
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
種
苗
対
策
委
員
会
を
開
催

　

１
月
17
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
丸
石
ビ

ル
に
お
い
て
、
標
記
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

委
員
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の
琵
琶
湖
産

河
川
放
流
用
ア
ユ
配
付
事
業
の
結
果
報
告
、

６
年
度
の
琵
琶
湖
産
河
川
放
流
用
ア
ユ
配
付

事
業
の
方
針
、
放
流
用
種
苗
の
供
給
体
制
に

つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
種
苗
対
策
委
員
か
ら
皆
川
雄
二

委
員
長
（
新
潟
県
）・
湊
屋
啓
二
委
員
（
秋
田

県
）・
松
元
平
吉
委
員（
群
馬
県
）・
八
田
伸
一

委
員（
石
川
県
）・
佐
野
昇
委
員（
滋
賀
河
川
）

の
ほ
か
、
滋
賀
県
か
ら
水
産
試
験
場
の
太
田

滋
規
主
任
専
門
員
兼
係
長
・
農
政
水
産
部
水

産
課
の
谷
口
皆
人
主
任
技
師
、
出
荷
者
代
表

と
し
て
滋
賀
県
淡
水
養
殖
漁
業
協
同
組
合
よ

り
木
村
泰
造
代
表
理
事
組
合
長
、
事
務
局
か

ら
中
奥
龍
也
専
務
理
事
他
２
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

皆
川
委
員
長
を
議
長
に
選
出
し
、
全
内
事

務
局
か
ら
、
５
年
度
の
琵
琶
湖
産
河
川
放
流

用
ア
ユ
配
付
事
業
結
果
の
概
略
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

滋
賀
県
農
政
水
産
部
水
産
課
か
ら
は
、
琵

琶
湖
産
ア
ユ
の
現
状
に
つ
い
て
昨
年
の
12
月

分
の
累
積
漁
獲
量
は
注
文
を
充
足
し
て
終
了

し
て
い
る
が
、年
明
け
の
１
月
か
ら
の
採
捕
状

況
は
平
年
を
下
回
っ
て
い
る
。昨
年
は
産
卵

時
期
に
河
川
水
量
が
少
な
い
状
況
が
続
い
た

こ
と
や
河
川
水
温
が
高
か
っ
た
等
で
産
卵
数

が
少
な
く
な
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。今
後
の

資
源
量
は
注
視
が
必
要
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
琵
琶
湖
産
河
川
放
流
用
ア

ユ
の
標
準
価
格
に
つ
い
て
は
、供
給
元
の
滋
賀

県
淡
水
養
殖
漁
業
協
同
組
合
よ
り
価
格
改
定

願
い
（
令
和
５
年
度
の
魚
価
か
ら
全
期
間
通

じ
て
一
律
２
５
０
円
の
値
上
げ
）が
あ
り
ま
し

た
。価
格
改
定
の
理
由
と
し
て
、
琵
琶
湖
に
お

け
る
稚
鮎
の
採
捕
状
況
が
不
安
定
で
あ
り
、

12
月
か
ら
の
新
規
ア
ユ
漁
は
申
込
数
量
を
確

保
で
き
た
も
の
の
、年
明
け
の
１
月
か
ら
の
採

捕
状
況
は
極
端
な
不
漁
で
過
去
最
悪
の
状
態

で
あ
る
。そ
の
た
め
、
琵
琶
湖
に
お
け
る
早
期

稚
ア
ユ
採
捕
価
格
が
５
％
近
く
値
上
が
り
、こ

れ
に
加
え
、
生
産
経
費
の
値
上
げ
が
相
次
い

だ
こ
と（
飼
料
価
格
、
電
力
代
値
上
が
り
、
物

流
コ
ス
ト
の
値
上
が
り
等
）な
ど
、
大
変
厳
し

い
養
殖
環
境
が
続
い
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

り
、改
訂
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
以
降
の
種
苗
不
足
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
、
昨
年
に
引
き
続
き
不
安
定
な
世
界
情
勢

や
急
激
な
円
安
の
進
行
等
に
よ
り
、
諸
物
価

が
急
騰
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
判

断
い
た
し
ま
し
た
。皆
様
の
増
殖
活
動
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ま
す
が
、
何
卒

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、内
水
面
漁
協
は
水
産
資
源
や
漁
場

の
維
持
・
管
理
な
ど
の
活
動
を
通
し
、
自
然
環
境
の
保
全
、
ア

ユ
釣
り
な
ど
の
釣
り
場
の
提
供
、地
域
経
済
の
維
持
・
活
性
化

な
ど
、非
常
に
多
様
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、内

水
面
漁
協
が
将
来
に
渡
っ
て
持
続
的
に
活
動
し
て
い
く
こ
と

は
、
内
水
面
の
水
産
物
供
給
の
面
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
観

点
に
お
い
て
重
要
で
す
。

　

一
方
で
、
多
く
の
場
で
語
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
内
水
面
漁

協
は
組
合
員
の
減
少
や
高
齢
化
、遊
漁
者
の
減
少
等
に
よ
る
収

支
の
悪
化
な
ど
、多
く
の
困
難
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

【
令
和
元
年
度
～
令
和
５
年
度

「
や
る
ぞ
内
水
面
漁
業
活
性
化
事
業
」】

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な
漁
場
管

理
行
い
、
内
水
面
漁
協
の
持
続
的
な
運
営
体
制
構
築
を
図
る

た
め
、水
産
庁
で
は
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に
か
け
て

「
や
る
ぞ
内
水
面
漁
業
活
性
化
事
業
（
や
る
ぞ
内
水
面
）」
を
措

置
し
、先
進
的
・
効
率
的
な
漁
場
管
理
の
取
組
モ
デ
ル
の
実
践
・

普
及
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

事
業
の
最
初
の
２
年
間
で
は
、モ
デ
ル
と
な
る
先
進
的
な
漁

場
管
理
や
内
水
面
漁
業
・
養
殖
業
の
活
性
化
の
た
め
の
取
組

の
実
証
を
行
い
、多
く
の
内
水
面
漁
協
等
の
意
欲
的
な
活
動
に

よ
り
、様
々
な
優
良
事
例
が
蓄
積
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て
は
、
そ
の
中

で
特
に
高
い
効
果
が
得
ら
れ
た
取
組
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
遊
漁
券

の
導
入
、
釣
り
人
と
の
連
携
及
び
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
漁
場
管

理
の
普
及
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
令
和
６
年
度
事
業

「
み
ん
な
で
や
る
ぞ
内
水
面
漁
業
活
性
化
事
業
」】

　

こ
の
よ
う
に
、５
年
間
の
や
る
ぞ
内
水
面
で
は
多
く
の
事
例

の
蓄
積
・
普
及
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、
冒
頭
に
述
べ

た
よ
う
な
内
水
面
漁
協
が
抱
え
る
課
題
は
、社
会
的
な
要
因
の

影
響
も
受
け
、今
後
も
更
に
進
行
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。内
水
面
漁
協
が
持
続
的
に
活
動
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
の
成
果
を
普
及
し
、漁
協
の
運
営
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。一
方
で
、
多
く
の
内
水

面
漁
協
で
は
こ
れ
ら
の
取
組
を
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
人
材
が
不

足
し
て
お
り
、
事
業
実
施
へ
の
意
欲
が
あ
っ
て
も
実
行
す
る
に

至
ら
な
い
と
い
う
現
状
が
普
及
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
や
る

ぞ
内
水
面
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
「
み
ん
な
で
や
る
ぞ
内
水

面
漁
業
活
性
化
事
業
（
み
ん
な
で
や
る
ぞ
内
水
面
）」
と
銘
打

ち
、
取
組
の
中
心
と
な
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
実

施
す
る
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
収
集
デ
ー
タ
の
活

用
等
に
よ
る
効
率
的
な
漁
場
管
理
の
取
組
へ
の
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置

　

前
述
の
と
お
り
、
や
る
ぞ
内
水
面
で
は
、
取
組
を
ア
レ
ン
ジ

で
き
る
人
材
の
不
足
が
取
組
普
及
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、こ
の
課
題
を
解
消
す
べ
く
、み
ん
な
で

や
る
ぞ
内
水
面
に
お
い
て
は
、中
心
と
な
っ
て
取
組
を
推
進
す

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人
件
費
を
支
援
対
象
と
し
て
い
ま

す
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
う
る
者
は
、一
例
と
し
て
、都

道
府
県
の
水
産
試
験
場
Ｏ
Ｂ
や
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

内
水
面
活
性
化
に
関
す
る
活
動
の
経
験
を
持
つ
者
な
ど
、地
域

の
内
水
面
に
深
い
知
見
を
有
す
る
者
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
具
体
的
な
取
組
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
３
つ
の
事
例

を
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ぜ
ひ
現
場
の
皆
様
で
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
取
組
の
企
画
・

実
施
の
中
心
と
な
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
漁

協
・
漁
連
の
よ
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。本
事
業
を
き
っ
か
け
に
漁
協
間
の
連
携
が

生
ま
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
事
務
機
能
の
統
合

や
共
通
遊
漁
券
の
導
入
、
更
に
は
漁
協
の
合
併
な
ど
、
漁
協
の

体
制
強
化
に
向
け
た
様
々
な
検
討
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム
の
活
用

　

や
る
ぞ
内
水
面
で
普
及
が
進
ん
だ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
遊
漁
券
シ
ス

テ
ム
に
は
、
遊
漁
者
の
属
性
、
釣
り
場
で
の
行
動
履
歴
な
ど
の

様
々
な
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。本
事
業
で
は
、
こ
れ
ら

の
情
報
の
分
析
・
活
用
等
に
よ
る
効
率
的
な
漁
場
管
理
の
導

入
、実
践
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
事
業
の
支
援
対
象
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
遊
漁
券
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
取
組
だ
け
に
限
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。釣
り
人
と
の

連
携
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
に
よ
る
取
組
等
に
つ
い
て
も
対
象

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
や
る
ぞ
内
水
面
で
実
施
さ
れ

た
有
効
的
な
事
例
が
横
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

加
え
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
遊
漁
券
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
定
額
補
助
か
ら
１
／
２
を
上
限
と
す
る
補
助
と
な
り
ま
す

が
、引
き
続
き
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、内
水
面
漁
協
は
多
様
か
つ
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。内
水
面
漁
協
が
持
続
的
に
活
動
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
、内
水
面
漁
業
の
振
興
の
観
点

に
お
い
て
、
水
産
庁
と
し
て
も
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
捉

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ぜ
ひ
み
ん
な
で
や
る
ぞ
内
水
面
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
、様
々
な
効
果
的
な
取
組
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
や
る
ぞ
内
水
面
漁
業
活
性
化
事
業　
概
要

前
水
産
庁
　
増
殖
推
進
部
　
栽
培
養
殖
課
　
課
長
補
佐
　
松
永
啓
志

取組の中心となるコーディネーターを設置して実施する
やるぞ内水面での有効事例の横展開や、ＩＣＴ遊漁券システムの
活用等による効率的な漁場管理等を支援します

「みんなでやるぞ内水面漁業活性化事業」では・・・

●令和５年度までの「やるぞ内水面漁業活性化事業」では、
持続的な漁場管理につながる取組の事例が蓄積。

みんなでやるぞ内水面漁業活性化事業
取組イメージ

本事業のポイント

●また、 遊漁券の導入が進んだことで、遊漁者の行動履歴や属性など、
様々な情報が蓄積され、これらを漁場管理に活用できる可能性。

〇一方で、多くの漁協ではこのような取組を推進するために不可欠な
「人材」が不足しており、取組に挑戦したくても手が出せないのが現状。

「やるぞ内水面」で効果が
示された取組の普及・拡大

遊漁者の行動履歴を活用した
漁場管理の高度化

「やるぞ内水面」では、ゾーニング
や釣り人連携など、漁場管理の
効率化につながる多くの事例が蓄積

事例を元に取組を実施したいが
漁協にはアレンジできる人がいない…

ＩＣＴ遊漁券の導入により
釣り人の行動履歴 データ
がシステム上に蓄積

データを分析・活用し、

ＩＣＴ遊漁券アプリを通して、
遊漁者への情報発信・情報収集
が可能に！

アプリを活用し、多くの釣り人を
呼び込むための釣り場作りや
情報発信などを実施！

＜ＩＣＴ遊漁券アプリの活用例＞
・漁協 の整備
・遊漁券購入者へのアンケート 等

アンケートでの意見をもとに釣り場を整備

駐車場があれば
便利なのに‥

釣り場に入る道を
整備してほしいな･･･

アプリを通した釣り人アンケート

例

＜補助対象：定額＞
・アンケート実施に係る費用
・漁場整備に係る費用 等

＜補助対象：定額＞
・遊漁券システム事業者による
データの抽出等に係る費用 等

＜補助対象：定額＞
・コーディネーターの人件費
・漁場管理の取組に係る費用 等

取組の中心となる
コーディネーターを設置して
漁場管理の取組を実施！

釣り人との
連携

Ｃ＆Ｒ区の設定

釣り人のニーズをキャッチ！
釣り場の利便性を向上させて

集客アップ！

例

釣り人の行動履歴を
地図上で視覚化

ＩＣＴ遊漁券システムを活用して
これまで以上に効果的・効率的な

漁場管理を実施！

自分たちだけでは取り組めなくても
コーディネーターの力を借りれば

実施可能に！

コーディネーターが取組をアレンジ

設置費用は
定額補助！

・ ＆ などの取組を更に高度化！
・放流ポイントや禁漁区を見直
して増殖活動を効率化！

釣り人のGPSデータを
放流場所やC＆R区の検討に利用

ＩＣＴ遊漁券アプリを活用した
遊漁者の呼び込み
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